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１．本校の紹介

●創立 １８９６年

●所在 徳島県美馬市

（西部の中山間地域）

●特徴 県西部の進学校

SSH指定校

●生徒数 ４８７名 1学年：5クラス

SSH･･･国際的に活躍できる科学技術人材育成のために文部科学省が全国
約200校を対象に研究開発校として指定,予算的支援有
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２．取組の紹介① 探究部よる聞き書き調査
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聞き書きとは・・・語り手の話した言葉をそのまま書き止め、
その人生を受け止めて、それを作品としてま
とめていく作業のこと

＜昨年度日程＞
・第１回聞き書きワークショップ 令和4年7月20日（水）
・聞き書き調査①② 令和4年7月～8月 令和5年1月
・第2回聞き書きワークショップ 令和4年11月17日（木）
・第3回聞き書きワークショップ 令和4年1月18日（水）他
・農業遺産シンポジウムでの発表 令和5年3月11日（土）

図１ 取材の様子① 図２ 取材の様子② 図３ 完成した作品の一部



３．取組の紹介② SSH課題研究
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研究テーマ
にし阿波地域における「傾斜地農耕システム」の科学的検証

傾斜地農耕システム・・・急傾斜地にカヤを敷きこむことで
段々畑を作らず、斜面のまま耕作
をする独自の農法

研究目的
→ カヤの土壌保水効果を検証

図４ 農地で利用されるカヤ



３．取組の紹介② SSH課題研究
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実験① 実際の農地での土壌水分量の測定

（実験方法）
・リモートセンシング技術を用いてカヤの敷きこ
まれた農地とカヤのない農地で水分量を比較

（実験結果）
・図６のグラフにあるように降雨後に
カヤがある農地の土壌水分量は減少幅
が小さくなっている。

＊オレンジがカヤあり、青がカヤなし

図５ 設置したセンサー

図６ 土壌水分の変化量

降雨



３．取組の紹介② SSH課題研究
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実験② カヤの設置方法による保水力の測定

（実験方法）
・カヤを土と混ぜただけのものとカヤを土に混ぜ
さらに上からかぶせたものの水分減少量を比較

（実験結果）
・図８のグラフにあるようにカヤを
混ぜて上からかぶせた方が保水力が
大きい。

図７ 実験の様子

図８ ビーカー内の水分減少量
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